
 

お出掛けは 
リュックの中 

水筒を 
 

神奈川県藤沢市 小学 5 年 
高嶋 陸 

《作品について》 

身近な事で少しでもエコに暮らせたら良いです。 



 

水大事 
おしえてくれて 

ありがとう 
 

東京都板橋区 小学 4 年 
高須 啓矢 

《作品について》 

水道局の人が小学校の授業に来て、水について教えてくれた。当たり前すぎて知ら

なかったけど、水はとても大切だと分かった。日本の水は宝だと思った。授業中、

水道局の人にお礼の 575 を伝えた。その時の言葉がコレ。 



 

食べ物を 
捨てない文化を 

広めよう 
 

東京都新宿区 20 歳 
髙須賀 夕菜 

《作品について》 

私は、日々婚礼や宴会の仕事を行っているのですがお客様の料理が残ってしまっ

ていることが多くあります。下げた際に残ってしまった料理を捨てるのですが一つ

の袋に料理が多く捨てられているのを見てとても悲しくなりました。料理を扱って

いる仕事をしているからこそ、家でのご飯も外食も残すことのないように食べきる

ことを意識しております。貧困で食べることのできない人たちもいるっていうこと

を忘れずに生活していきます。普段美味しいご飯を食べれている今の自分の生活

に日々感謝の気持ちを大事にしていきます。 



 

一瞬の 
涼しいだけで 

暑くなる 
 

神奈川県逗子市 小学 5 年 
髙橋 煌己 

《作品について》 

 



 

パラスポーツ 
白熱プレーに 

垣根なし 
 

埼玉県川口市 46 歳 
高橋 民希 

《作品について》 

障がい者と健常者が一緒にボッチャをやって盛り上がっているニュースを見まし

た。障害の有無にかかわらずそれぞれが全力をだして競えるスポーツなので、勝負

の熱量があり、一体感も伝わってきました。マイノリティとマジョリティの境がなく

楽しめるスポーツとして広く普及すれば良いなと思います。 



 

ひとはみな 
うみからうまれて 

いきていく 
 

神奈川県横浜市 25 歳 
髙橋 紘香 

《作品について》 

生物の起源が海なので、海の大切さを感じてほしいという気持ちを込めました。 



 

いつ気付く 
今の常識 

非常識 
 

東京都八王子市 51 歳 
高橋 幸弘 

《作品について》 

人々の普段大切な事に気付けない心理への危機感。 



 

帰省のたび 
広がっていく 

黒い景色 
 

埼玉県富士見市 45 歳 
高橋 和歌子 

《作品について》 

帰省するたびにどんどん増えていく太陽光パネル。以前の緑豊かな景観はなく、山

や畑にみるみる黒いパネルが侵食していく。陸だけでなく既に世界各地海上にも

設置が進められ、宇宙から見た青く美しい地球が黒いパネルの星になってしまうの

ではと思うほど勢いが止まらない。本当にこれでいいのでしょうか。緑の山が黒い

山になり、青い海一面に太陽光パネルが貼られている景色を見て、素晴らしいと思

うのか？このままではいけないと思うのか・・。再生可能なエネルギーを得るため

に、地球や生態系を傷つけては本末転倒のように思う。太陽光が悪いわけではな

い、人間の安全や利益だけを求めずもっと地球に寄り添ってほしい。 



 

湘南の 
ブルーフラッグ 

伊達じゃない 
 

神奈川県横浜市 43 歳 
高濱 晋吾 

《作品について》 

湘南の海にはブルーフラッグを取得したビーチが３つあります。同数の宮城県とと

もに日本のブルーフラッグを牽引しているエリアと言っても過言ではないと思いま

す。ただ取得した当初は「他にもきれいなビーチはあるのではないのか？」と半信

半疑でした。そんな折、旅行で他県のビーチを訪れる機会があり、その際湘南のそ

れと比較することができました。結果、この認証は取得するべくして取得したのだ

と腹落ちしました。湘南に携わる人間としてこれからもしっかり海を守る活動をし

ていきます。 



 

おひさまは 
疲れたのかな 

秋の夕暮れ 
 

神奈川県三浦郡葉山町 43 歳 
高宮 史子 

《作品について》 

子供を保育園に迎えに行くと、今まで明るかった同じ夕暮れが秋になると暗くな

り、我が子が発した言葉です。 



 

波に乗る 
環境問題 

海を越え 
 

神奈川県藤沢市 25 歳 
瀧澤 つぐみ 

《作品について》 

逗子に勤務し身近に海を感じているので、海に関わる川柳にしたく、①私たちが守

らないと世界中の海が汚れてしまうという注意喚起 ②私たちの意識や活動が世

界に広まるようにという 2 つの意味に読めるよう作成しました。 



 

食べきれず 
使いきれない 

日を反省 
 

東京都多摩市 63 歳 
滝田 通江 

《作品について》 

ついたくさん食品を購入しがちだったり、作りすぎたり、冷蔵庫の奥で忘れてしま

ったりと、海外の幼いお子さん達の悲惨なニュースを見ているのに、このような私

の行動に、人として反省と責任を感じています。 



 

夕方 
半額シール 

お買い得 
 

神奈川県逗子市 59 歳 
田口 由起 

《作品について》 

仕事帰りに、売れ残り商品がお買い得に。フードロスにならない努力。 



 

温暖化 
魚も減るよ 

海の声 
 

神奈川県逗子市 36 歳 
武田 智徳 

《作品について》 

魚が年々減ってきている現状を想いに込めて。 



 

ダイチャリで 
空気と心を 

クリーンに 
 

神奈川県横浜市 24 歳 
田島 楓 

《作品について》 

自転車の活用によって、運動不足の解消や健康維持、CO2 排出量の軽減をするこ

とができます。よって、目標 3 にある【すべての人に健康と福祉を】に含まれます。

実際に通勤などで使用したときには、海風や街の匂いで気持ちをリフレッシュする

事ができ、非常に快適な移動手段です。また、シェア自転車＝ダイチャリを活用する

ことで、駅からの少しの移動や目的地までレンタルステーション間であれば、乗り

捨てができるので目標13【気候変動に具体的な対策を】とも結びついてきます。こ

れからも、ダイチャリを活用し心と環境を豊かにしていきます。 



 

イコール 
あなたとわたし 

世界へと 
 

千葉県千葉市 47 歳 
田尻 景子 

《作品について》 

人はひとりでは生きてないので、個人だけの幸せはありえません。個人だけの夢の

実現を考えても、世界で戦争が起これば、悲劇しか残りません。世界が平和になれ

ば、すべての個人、パートナー間も幸せになり、さらにの夢の実現へと、皆で向上し

創り上げていくことが出来ます。 

「世界の幸せ＝個人の幸せ」の精神で、皆が生きていけたら、誰ひとり取りこぼさ

ず、平和へと実現出来る想いを込めて書きました。 



 

使い捨て 
やめればもっと 

よくなるよ 
 

東京都豊島区 46 歳 
立石 夕子 

《作品について》 

人もものも、大切に扱われるべきだと思います。人材ではなく人財として考えられ

れば、各人もそれに応えて成長していくでしょうし、それが企業や経済の成長へと

繫がると思います。ものについても、安価なものを忙しなく買い替え続けるばかり

ではなく、多少高価であっても質のいいものを選び、長く大切に使っていくこと

が、物価を正常にし、企業や経済の安定に多少なりとも繋がっていくのではないか

と思います。 



 

ごみひろい 
こころすっきり 

わらいがお 
 

神奈川県逗子市 62 歳 
田中 恵子 

《作品について》 

毎日の巡回でゴミ拾いをしています。きれいになれば心すっきり。一番多いのがた

ばこの吸い殻、ポイ捨てする人がいなければもっといいはず、もっと笑顔になれる

はず。 



 

少しなら 
賞味期限 
気にしない 

 
神奈川県逗子市 39 歳 

田中 謙斗 

《作品について》 

今までは賞味期限を過ぎてしまっているものに関してはすべて破棄をしておりま

した。ですが食品によっては問題なく食べれるものが多く、もったいない事をして

しまっておりました。今ではコンビニやスーパーで賞味期限が近いものが割引など

で安売りをされておりますが、 

そのような商品や陳列棚の手前にある商品を自ら選び、フードロスを減らし、食べ

物を求めている全世界中の人々に少しでも食品が届き、餓死などを減らしていき

たいという思いを書かせていただきました。 



 

青い海 
後世に残す 

ため努力 
 

神奈川県鎌倉市 43 歳 
田中 利親 

《作品について》 

青い海を後世に残す為の努力をしていこう、とうい意味です。 



 

だいしぜん 
いのちのじゅんかん 

つちにかえる 
 

神奈川県藤沢市 43 歳 
田中 秀明 

《作品について》 

すべてのものは、この地球上で誕生し、そして、いつかは、自然に土へ連鎖していく

大原則があると思います。小さな草木も、水も、空気も、人間もすべて、この地球上

から誕生し、循環していくもの。そして、すべてのものは、お互いに関連性があると

人間が自覚すれば、すばらしい世界がありつづけられると思います。 



 

その活動 
エコとセコいは 

紙一重 
 

埼玉県ふじみ野市 51 歳 
谷 麻衣子 

《作品について》 

大量消費時代は新しいもの、使い捨てなどが便利で良しとされていたが、SDGs

を目指すエコな社会では、以前はセコいとされていた行動そのものが良いとされ

るに違いない。 



 

袋の山 
便利さと葛藤 
ネットスーパー 

 
東京都世田谷区 46 歳 

田村 愛 

《作品について》 

ネットスーパーを利用したところ、商品が 1～２品ごとレジ袋に入れられ届けられま

した。店頭では 1 枚数円で販売されているレジ袋が、ネットスーパーでは一度の買

い物で 10 枚以上になり、非常に考えさせられました。 



 

故郷は 
みんなで見守り 

繋ぐ街 
 

福岡県大野城市 70 歳 
俵坂 安彦 

《作品について》 

少子高齢化のスピードが速まる中で、いかに故郷を守っていくのかが問われる時

代になっています。世代間の価値観の違いもあるのですが、縁あって同じ地域に住

む者同士が、世代をこえて見守り合うことで少しずつでもお互いに繋がりを感じ合

える連帯感が醸成され、故郷が受け継がれていくのだと信じています。 



 

モナリザの 
上座を阻む 

性差別 
 

宮城県石巻市 63 歳 
千田 康司 

《作品について》 

女性が上位役職に就けない、いわゆるガラスの天井を批判しています。 



 

平和な世 
みんなでつくれば 

できるはず 
 

神奈川県逗子市 小学 5 年 
千代田 朔太朗 

《作品について》 

 



 

頑張って 
給食全部 
食べようよ 

 
神奈川県横浜市 小学 4 年 

陳 鈺筱 

《作品について》 

頑張って給食全部食べたいよ。私がこの川柳を作ったのは、世界には、好きなよう

な食べ物を食べられない国があることを知ったからです。日本のように食べ物が

たくさんある国に住んでいる私たちができることは、食べ物を残さないことだなと

思っています。もちろん、アレルギーがあって食べられないものがある人は仕方が

ないけど、なんでも食べられる人は全部食べることが大切だなと思いました。例え

ば、給食では、みんなが残さずに全部食べることで、調理員さんも嬉しいし、せっか

く作ってくれた人に感謝しながら食べるといいなと思いました。みんなが好き嫌い

をなくして、なんでも食べるクラスになっていくことが私にできる SDGs なのかな

と思いました。 



 

海のゴミ 
そのごみたちは 

すてたもの 
 

神奈川県逗子市 小学 5 年 
柘植 千尋 

《作品について》 

 



 

感謝なく 
捨ててしまうの 

もったいない 
 

神奈川県茅ヶ崎市 小学 5 年 
辻 未玖 

《作品について》 

今は必要なものが何でも簡単に手に入るようになっていますが、毎日使っている

もの、毎日食べているものが当たり前にあるという考えを捨てて、感謝の気持ちを

もって、責任をもって、無駄にしてほしくないという思いから、”感謝”という言葉を

最初にもってきて、表現しました。 



 

みつけたら 
拾おうゴミを 

すっきりだ 
 

神奈川県鎌倉市 21 歳 
土屋 結衣 

《作品について》 

材木座海岸でのゴミ拾いや、小坪の清掃など、月に一度活動しております。また、

場内には清掃スタッフの方が、道路に落ちているゴミを拾ってくれていたり、芝生

の整備、ヤシの木を整えるなど逗子マリーナにとってもとても大切なことをしてく

れています。そして、私たちがゴミを見つけたら拾うことにより、きれいな逗子マリ

ーナを作っていくことができると感じます。また、陸上のことだけではなく、海も綺

麗に保つために、小さなゴミも拾うことがとても大切だと感じるため、この川柳を

つくりました。 



 

決めつけず 
自分らしく 

個性だそう 
 

千葉県市川市 25 歳 
出川 瑞樹 

《作品について》 

男だから女だから、これをやらないといけないとか決めつけをせず自分の考えや

思いを素直に表に出せるような環境作りを目指したいです。 



 

ゴミ無くし 
浦島太郎も 

大喜び 
 

滋賀県栗東市 26 歳 
時岡 桃加 

《作品について》 

海は我らのゴミ捨て場じゃない。海は我らのものだけではない。海にはたくさんの

命がある。海のゴミを食べた生き物が苦しい思いをしている。このままゴミの浮遊

する汚い海が続けばあの浦島太郎ですら竜宮城へいけない。そんな思いから生ま

れた川柳です。 



 

由比ヶ浜 
海水浴場 

ゴミ拾い 
 

神奈川県鎌倉市 小学 5 年 
徳永 和玖 

《作品について》 

夏の由比ヶ浜の砂浜がゴミだらけでかわいそうだったのでいつもよりも念入りに

ゴミ拾いを行いました。 



 

お買い物 
散歩ついでに 

ダイエット 
 

神奈川県川崎市 42 歳 
鳥羽 健 

《作品について》 

環境の改善と、フードロス削減繋がればという思いで実際に実行している事です。今まで

は買い物に行く時に、よく車を使用していました。排気ガス削減の為にちょっとした買い

物は、運動にもなるので歩いていく様にしています。車を極力使わないことで環境改善に

少しでも貢献できればと考えています。また、歩いて行くようになると、特価品など今ま

では必要無くてもついつい沢山買ってしまい、食べきれなかったり、無理をして食べ過ぎ

てしまっていた食材がありました。歩いていくと、持ち帰れる量も車と比べ限られていま

すので、無駄な買い物が減り、家庭内でのフードロスは削減ができました。何よりもダイ

エットは、自分の健康為であり自分事だと継続しやすいと言うことが 1 番です。自分の為

にと言うことが、巡り巡って誰かの為になると言うことが素敵な事だと思っています。排

気ガスの削減、フードロスの削減、この 2 つは少しづつ達成出来ていますので、後は体重

の削減に繋がるよう日々継続していきます。 



 

食べ残し 
それで救える 

命ある 
 

神奈川県横須賀市 25 歳 
富山 優里 

《作品について》 

最近では好き嫌いや食べ残しによる食品ロスが多く感じます。その量は世界中で

飢餓に苦しむ人々に向けた食料支援量とほぼ同等の数字です。小さな頃から食育

をしていくことで食べることができているありがたみを感じ、飢餓や貧困問題に取

り組んでいくことが必要だと考えます。 

例えば食べ残さない、好き嫌いしないで食べる、食べられる分量を作る等すぐに実

行できることが多くあるので、日頃の意識を変えて過ごしてまいります。 


